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1。第3 回研究発表会のプログラムと講演発表の募架

日本りスク研究学会の第 3 回研究発表会の日程と講演発表募集は前回のN例SLetter3-1

でお知らせしましが、この九び、下記のようなプログラムと日程が決まりました。今回の

学会は11月30日と12月1日の2日間の日程を組みまし九ので奮ってご参加下さい。

特別講演として(社)日本化学物質安全情報センターの大島卸夫氏による「化学物質の

リスク管理の国際動向」を、 3 つの企画セッシ"ンでは多彩な講演・レビュウーの発表を

予定しています。週日の金曜日もありますので、民問企業の会員の方々のご発表を特に期

待しています。会員の内外を問わず、りスク研究に関するアイデアや視点、実施例にっい

ての意見交換や技法開発の試みのご発表を歓迎い九します。

(1)日時:1 9 9 0年1 1月3 0日(金) 17:0010:00

12月1日(土) 14:4510:00

(2)場所:国立公衆衞生院(東京都港区白金台4-6-1:山の手線目黒駅下車徒歩10分)

August,1990

,
ー
,

0
0
0
0
0
0

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6



(3)プログラム

11月30日(金) 10:00

13:30

15:45

12月1日(土)

12:30 一般セッション(りスク井平価・管理)

15:30 企画セッシ"ン 1 (事前対応型りスク管理)

17:00 特別講演化学物質のりスク管理の国際動向

(社)日本化学物質安全情報センター大島輝夫氏

懇親会

12:00 企画セッシ"ン 2 (りスク了セスメントと基礎ネ斗学の接点)

14:45 企画セッシ"ン 3 (製造物責任りスクの分散)

17:10

(4)研究発表は一般セッシ"ンと 3 つの企画セッシ"ン(レビュー講演と一般発表から

なる)とします。研究発表のテーマとしては、りスク研究に関するものであれぱ、

特に分野を問いませんが、各セッシ"ン共に関述する事例研究などは歓迎します。
、

研究発表は 1人20分程度、討議10分程度を考えていますが、発表件数により変更が

あることをあらかじめお断わりい九します。

各セッションの担当理事は

a)一般テーマ:りスク評価・管理の方法と実際:小林定喜理事(放射線医学研究所)

北畠佳房理事(筑波大社会工学系)b)事前対応型りスク管理

C)りスクァセスメントと基礎科学の接点:林裕造理事(国立衛生試験所)

d)製造物責任りスクの分散:朝見行弘理事(福岡大法学部)

(5)発表申込み締切:8 河末臼

(6)発表を希望される方は、最終頁に添付の申込み用紙に、氏名、ご希望の発表のセッ

シ"ン名、研究の概要( 400字程座)等をご記入の上、事務局までお送り下さい。

〒305 茨城県つくぱ市天王台 1-1-1 筑波大学社会工学系

池田研究室気付日本りスク研究学会事務局

なお、研究発表のプログラム上の制約から、御希望にそえないこともあることをあ

らかじめお断わりすると共に、発表の採択については実行委員会に一任下さい。
,

(フ)発表原稿締切:10月3 0日(金)必着(規定の書式を使用)
.

(8)講演要旨集:発表原稿は講演要旨集として発行しますので、必ずワープロにて原稿

を作成してい九だきます様お願いいたします。原稿は 1行ι8字で42行、 1頁あ九り

2016字にて 4-6 頁で Aι用紙に仕上げてい九だけれぱ、そのままオフセット印刷

を効率よく進めることができますので、御協力のほどをお願い申し上げます。活字

10.5 ポイント( 5号級)、文字ピッチ 3/20 インチ(3.6 mm)、行問ピッチ 1/4

インチ( 6.0 肌)を基本にいたしますが、原稿を約 80%に縮小することを留意し

て図表などを作成してくださるようお願いします。

(9)参加費:3、 0 0 0円(予定)(講演要旨集、会場費を含む)

10:00

13:00
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2。年次総会報告と第2期役員一覧

年次総会は第 3 回春季講演シンポジュウムと併せて下記の要領で開催されまし九。

総会は 3 0 名の出席と 10 1 名の委任状を得て成立し(定足数 115 名; 6月2日現在の

会員数2 2 9 名の過半数)、下記の 4 件の議案(19 8 9年度決算、 19 9 0年度事業計
画、 19 9 0年度予算、第 2 期役員選出)の審議を行い、全議案ともに成立しました。

承認されまし九各議案、ならびに、第5 回理事会で追認され九新会員を含め九学会の会
員状況は以下の通りです。

"

日時:

場所

議事

6月2日(土)午後 1時一 1時4 5分

東京大学工学部8 号館都市工学科82 番教室(講演会と同一会場)
(D 会長(末石冨太良め挨拶

(2)審議議案 1:19 8 9年度決算

議案 2:19 9 0年度事業計画

議案 3:1 9 9 0年度予算

議案4:第2期役員選出

(3)新会長(横山栄二)挨拶

議案1

( 1 )

科目
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1 9 8 9年度決算案(19的年4月1日一1990年3月31日)

収入の部

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1. 会賓収入

正会員(17の

準会員 aの

賛助会員(8)

事業収入

研究発表会参加費

(要旨集代含)

2.

.

予算

945.000

阜

680,000

25,000

240.000

3. その他の収入

決算

250.000

( 176 )

( 3)

( 8)

4.

944、 500

250.000

前年度繰越

学会誌発行準備費

収入合計

697,000

フ,500

240,000

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

(学会誌・要旨集売去の

(その他)

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

増減

246,500

(会員 79×250の

(一般 14×350の

246.500

-500

0

219.350

(219,35の

-3.500

214、000

1.414.350

160,000

54、 000

219,350

十214,000

1.624,350 十210,000
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( 2 )

科目

1.学会運営事務費

印刷費

通信費

事務補助謝金

(12×3日X5,000円)

消耗品

分担金

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

支出の部

予算

2.機関誌

News letter印刷1

通信費・送料

学会誌印刷

280.000

30.000

50,000

120.000

3.事業費

決算

254、 728

80,000

研究発表会

要旨集印刷

会場費

人件費

講師旅費

その他

総会・講演会

講師旅費・謝金

人件費

会場費

4.予備費

39.270

54,643

120.000

670.000

増減

80,000

90,000

500.000

-25.272

30,815

10,000

390,000

854.748

64,870

120.378

669,500

100,

50.

40,

50,

000

000

000

000

十184,748

445.439

,

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

88.065

67,512

21,000

52,000

15.712

120,

30.

支出合計

000

000

十55.489

74.350

(理事会・会合費)

(次期繰越金)

130、 200

30、 000

41,000

1,414.350

69.385

59,586

9,799

-5.035

1,624.350 十210.000
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議案2 1990年度事業計画

(D 研究発表会またはシンポジウムの開依にっいて

1.第 3 回研究発表会を次の通り開催する。

日時:1990年11阿30日,12月1日

場所:国立公衆衛生院(束京都港区芝白金台、 1.1」の乎線目黒駅下車)

特別テーマ:製造物責任、事前対応型りスク管理、利・学とりスク分析の接点

2.第 4 回春季講演シンポジュムの開催

日時:1991年6月頃の予定

(2)学会誌、ニュースレターの刊行について

1.研究発表会、講演会(シンポジューム)の成樂を中心に学会誌を年1 回窕行。

スレター」を会貝の交流と研究紹介を沌ねて年4 回程度発行ニ.'ユ

(3)運営に関する会議について

1.第 4 回定例総会を 1 9 9 1年6 河に開催する。

2.必要に応じて理事会を開催する。

(4)その他

1.個人会員、賛助会員の拡大につとめる。

2. S R A く親学会)との交流に努めると共に、圧1内関述学恊会との協力を深る。

.

十400.000

畿案 3 1 9 9 0年座予工1案(1990年4j11111- 1991"13/1310 )

(1)収入の部

科目 予算 前年度 増誠

1.会豊収入 1,3ι5,000 945.000

正会員(24の 960,000 680,000

準会員(1の 25,000 9,000

賛助会員(12) 360,000 300,000

2.亊業収人 300.000 250,000 150.000

研究発表会参加賓 300,000

2,000円X150部

3.その他の収入

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1、804、7g9

-5-

4. 219,350前年度繰越

1.414.350

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1150,000

-209.551

収入合計

150.000

(学会誌売却)

9,799

1・ 390.449

.
一
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< 2 )

:

支出の部

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1.学会運営事務賢

複写費 ι 0,

通信費 70,

事務補助謝金 100,

(3日X12月 X5,00OPD

消耗品

分担金、

目 予算

2.機関誌

390.000

News letter発行

通信費・送料

学会誌発行

3.事業費

研究発表会

印刷代

会場費

人件費

講師旅費

前年度

000

000

000

280.000

80,000

20、 000

30,000

50,000

120,000

830,000

増減

70,000

1 ι 0,000

670,000

十110,000

80,000

総会・講演会

講師旅費・削金

人件賀

会合費

670.000

510.000

80,000

90,000

600,000

100.000

10,000

ι0,000

100,000

4.予術費
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

十210.000

390.000

支出合計

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

100,000

50,000

ι 0.000

50,000

180,000

50,000

30,000

十120.000

2 '.'199

1,804,799

120,

30.

000

000

0

74,350

141ι,350

-49,551

十390,ιι 9
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議案4

会長:

副会長

第 2 期役員(1990.4.1

横山

:木下

理事:

栄二

冨雄

朝見

天野

池田

池田

石崎

加藤

行弘

博正

正之

三郎

勝義

和彦

(前会長:

(新任:

1992.3.31 )

(再任:福岡大学法学部助教授)

(前会計監事:(財)電力中央研究所環境総合推進室長)

(再任:京都大学医学部教授)

(再任:筑波大学社会工学系教授)

(再任:建設省土木研究所次長)

(新任:安田火災海上保険(株)地球環境りスク.マネージメ

ント室長)

(再任:筑波大学社会工学系助教授)

(新任:東京大学医学部助教授)

(再任:京都大学工学部交通土木工学科助教授)

(再任:科学技術庁放射線医学研究所総括安全解析研究官)

(新任:筑波大学社会科学系教授)

(前会長:大阪大学環境工学科教授)

(新任:東京海上火災保険(株)安全サービス部長)

(再任:国立公衆衛生院衛生工学部室長)

(新任:大阪大学精密工学科教授)

(再任:滋賀県琵琶湖研究所主任研究員)

(再任:国立衛生試験所病理部・部長)

(再任:東京女子大学文理学部教授)

(再任:大阪大学工学部環境工学科助教授)

国立公衆衛生院次長)

京都大学教養部教授)

北畠

草間

黒田

小林

酒井

末石

鈴木

田中

田村

中村

林

広瀬

盛岡

佳房

朋子

勝彦

定喜

泰弘

冨太郎

治

坦之

正久

裕造

弘忠

通

会計監事

会員状況(1990年6月2日現在)

継続

:内山

正会員

準会員

巌雄

賛助会員

(新任:国立公衆衛生院労働衛生学部・部長)

189 (17の

( 4 )

日本N U S (株)

チバガイギ(株)

J R東海(株)

電力中研(財)

動燃事業団(東海)

東京海上火災(株)

合計

新規入会

229 (20の200

(2の

(D

退会

4 安田火災海上(株)

大東京火災海上保険

(株)日本総合研究所

東京電力(株)

2 ( D

0 (の

合計

31

214 (189)

5 (5)

10 (6)

ーフー
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3。第5回理事会報告

日時:

場所

出席者

1990年6月2日(土) 11:00 12:30

東京大学工学部都市工学科3F会議室

末石会長、横山副会長、池田(正)、池田(三)、石崎、小林、各理事

(他委任状 7 名)、オブザーバ:加藤、草間、酒井、鈴木、市川

理事会の議事録の概要

1)前回議事録が確認され九。

2)新会員の承認

資料 1 にもとづいて池田事務担当理事から説明があり、正会員16名および 4社の

賛助会員の入会が正式に追認され九。

3)総会提出議案の審議

(D 1989年度決算報告(議案 1)
当会計監事天野博正氏の監査を受けて1989年度決算の承認をえ九こと、まナこ、

初予算と異なっ九ところは学会誌発行に関することで、印刷送料でかなりの赤字にな
つ九が、各理事の学会誌売却等の努力により赤字を埋める事が出来九という報告が事

務局よりあっ九。この件に関連して横山副会長より、事務局の運営で肩代りしている

ものがあるのではないか、ま九事務局の方ヘ財政面で無理がいかないようにしてほし

いという要請があっ九。これまでのところ、コピー代、アルパイト代の肩代りという

程度で、大幅な負担になっていないということであるが、将来、学会誌が年2 回以上

の発行になると事務局の運営と編集業務で負担が大変になるということであった。

末石会長より、事務局は将来持回りとすることが望ましく、その準備をする必要があ

ることが述ベられ九。会費は 8 ~ 9 割が支払っているとの報告があっ九。事務補助を

増やし九り、講師旅費等の支払いを正規に行なう事などに関しても会員増により財政

規模の拡大をはかる必要があるとの意見がだされ九。。

(2) 1990年度事業計画(議案 2)

昨年度と同じレベルの学会事業を行なう案が承認され九。

(3) 1990年度予算案(議案 3 )

収入の部:案として正会員数 240名、賛助会員数12名として計上している。

約2割の各々の会員の増加を見込んでいる。その他大きな変化はない。

(4)第 2 期役員案(議案4)

学際的な学会なので様々な分野の人から会長、副会長を選び九いので、次期会長とし

て横山副会長(現)が、社会心理学分野の木下富雄教授(京都大学、教養部)を次期

副会長に推薦する事が承認され九。ま九、前理事は原則としてもう1期継続する案が

(九だし、東京大学の松原氏はご都合により辞退され九)を承認し九。

4)第3 回研究発表会について

朝見、北畠、林の各理事から提案され九特別セッションの企画原案が了承され 九。

また、特別講演は全体プログラムの編成を見ながら適当な人を横山副会長に委任する

ことが決められた。

5)学会誌(第 2 号)について

研究論文3 編の査読プロセスが若干遅れているが、発行は9月中旬ま九は下旬になる

各氏
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ことが編集委員会より報告され九。

6)第2 期役員の分担

以下のように役員の分担が総会での新役員の承認を市H是として了承された。

D 事務局総務(会員、財政):横山、内1_Ⅱ(国公拶D 、鈴木(東京海上)
事務局:池田(筑波大)

2)企画第3 回研究発表会ジ仞見(福岡大)、北帛(筑波大)、林(国衛試)

第4 回講演会(来年6 河)(エネルギーリスク関述のテーマ(仮))
天野(電中研)、 t1岡(東大)

第4 回研究発表会(来年12fD (関西で行う可能性を探る)

木下(京大)、黒田(京大)、田村(1仮大)、盛岡(阪大)

3)編集:池田、酒井(筑波大)、広瀬(東京女火)、田中(国公院)
4)渉外(他の団体から依頼を受け、専門分科会など研究プロジェクトを組織す

る方向を探る):末石(阪大)、石崎(士木研)、加藤(安田火災)、
小林(放阪研)、中村 G毛琶湖研)、池田(京大)

4。春季講演会およびパネル討論会轍告

年次総会と併せて1佐演会とパネル討論会「災害防止とりスク研究」問題を中心に多彩な
講師をお招きして開催しました。本年皮(1 9 9 0)から国際防災の 1 0年(1 D N D R)
が始まりゞ世界が自然災害の防止、輕減に架中的に取り釧むことになっています。また、

地球温暖化にともなう自然災害の増加にっいても世界冬地で大きな話題となっています。
日本におけるりスク研究はまだ緒にっい九ばかりですが、りスク概念、りスク分析による
視点が自然災害(または人災、技術災害)の防止と報ネNにどのように貢献でキるのか第
一線で活躍されている関係者にお架まりい九だき、その司能性と限界を議論していただき
きました。

当日は、約 6 0 名の会員と約4 0 余名の熱心な会員外の参加を得ましてフロアーからも

活発な討論を行いました。なお、講演会とパネル討論の詐しい内容にっいては、学<詫(
第2 号)に企画を担当され九石崎勝彦、吉本俊裕両氏(建設価土木研究所)の編集により
紹介される事になっています。

ま九、講演会・バネル討論会の準備と連営・会場設営に関しまして、束京大学工学部都
市工学科市川新氏と市川研究室の皆様の多大なご援助を峨きました。併せてお礼を申し上
げます。なお、当日の講演者、討論者は下記の力々でし九。

特別講演:地球泓媛化と臼然災響

講演者:木下武雄(国立防災料・学センター、第一研究部長)
パネル討論:自然災害の防止、軽誠にりスク的視j瓢はいかに貢献できろか

司会者 片山恒夫σⅡ京大学生産技術研究所、教授;地震災害とりスク)
討論者 石崎勝峩(建設省土木研究所次長;災轡の歴史とりスク)

岡田、憲夫、(鳥、取大学工井主部＼ー,戈授i、ザズク分析手?去Σ一、ーーーー

梶秀樹(筑波大学社会工学系、教授;都市災害とりスク)
吉村秀実(N H K、解説委員;自然災轡とマスコミ)

木下武雄(国立防災科学センター)

-9-
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5。 リスク研究(H本りスク研究学会誌)第2遂の内容

学会誌第 2 巻は9 打小には発行する予定で編集しています。

【巻頭論文】
... . .. ... .

【学会報告】

第 2 回研究発表会(解説とプログラム)

【解説論文】

疫学分析におけるりスク ..

都市防災からみたりスク1平価と対策 ...

製造物責任りスクとその対策 .

【寄稿論文】

高血圧症疫学におけるりスク評価・ ...

職業がんにおけるりスク評価・ . .

沿道大気汚染とその健康影郷評価 . .

工学とりスクマネージメン1、:例題としての災害りスク

・黒田"券彦.. . ..

リスク問題ヘの学際的接近からの研究紹介 .

他一編(予定)

【研究論文】

3 編(予定:現在校関小:完了次第掲載予定)

【研究短信】

リスクを比較する . .

日本における食品関連禿ガ痛物質の危険度評価と法規制

化学物質の安全性評価における田際恊力 .

放射性廃乘物地中処分のりスク評価の不確実性・

【シンポジウム】

春季講演シンポジウム:倒然災害の防止とりスク研究

事務局だより・ . ...

日本りスク研究学会脱約・ . ..

投稿規定及び原稿作成饗領・

日本りスク研究学会会員名節・

フく

.

ク

.

.

次

第2巻第1号

.

.

・甲斐倫明(東京大)

・佐藤茂秋(富山衛生研)

・関沢純(国立衛生試験所)

・藤川陽子(京大原子炉実験所)

・石崎勝鶚(士木研究所)編

.

.

.

.

.

.

(1990年9月)

犠山栄二(国立公衆衛生院)

.

.

.

. .

一清水弘之(岐阜大)

・飽田弘行(京都大)

荒井克(安田火災海上)

田中平三(東京医科歯科大)

・火前和幸(慶応大)

・小野雅司・田村憲治・村上

正孝(環境科学研究所)

を考慮した士地利用計画

(京都大)・難波義郎く近畿大)

・北畠佳房(筑波大)

会含会でf>、霞丁ι天

.

.

石圷
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6。

6.1

事務局だより

リスク関速の学会・会議のお知らせ

化学物質安全性評価の国際協力に関すろ講演会のご案内

当所はWHOく世界保健機関)の環境保健部門のひとっである
「国際化学物質安全性計画(1PCS)」の協力機関として「環境
保健クライテリフシリーズ」、「国際化学物質安全性力ード」の作

の本部の責任者であ成などの活動をしておりますが、今回IPIPCS
ました。るメルシニ博士を日本に招ヘいする とになりこ

これを機会にIPCSの現状と将来の展望にっいて、下記のよ
な講演会を企画いたしました。講演後には情報交換の九めの懇親
も予定しておりますので、是非ご出席くださいますようご案内いつ

します。

主催

日時2

-11-

、

3

国立衛生試験所化学物質情報部

1 9 9 0年1 1月1 5日(木)
午後3時一5時

午後5時半一7時

KKR 東京竹橋会館 11階
千代田区大手町

T E L 0 3 ( 2

場所

記

4 プログラム

講演会

( 1 )

1 8 - 1

関沢純
内線295

( 2 )

IPCS(国際化学物質安全性計画)の活動と展望
M .メルシェ博士I P C S マネーシ十

(通訳付き)

化学物質安全性評価と国際協力(仮題)
国立衛生試験所安全性生物試験研究センタ

林裕造博士病理部長

(同じ場所で行います。)

会場の席に限りがございますので下記に葉書でもって
参加をお知らせ下さい。詳細のご案内を後ほどお送
りします。

懇親会

申込み5

講演会

懇親会

孔雀の問

-4-1

フ) 2 9 2 1

速絡先 東京都世田谷区上用賀1〒=158

国立衛生試験所化学物質情報部
TEL 03 700 1141

FAX 03 (707) 6950

1
8

う
会
九



6.2

2

SRA Ne智Sletterより

1990 SRA Annual Meeling to Have 80+ sessions
" 1t has been ove則helm加g!" says klnualMeeting committee chairln卸 Curds c. Travisin descdbing t11e re叩onse

t0 血巳 Ca11forpapersforsRA'S 1990 AnnualMeeting. ne mee6ng, which wi11be held (%tober7・10 atthe ln伐rconunen・
talHotelin New orlea11S, WⅡlf閉t11re more 小飢 80 'fferentsessions plus a h址f・day short c0Ⅱr鵠. Approximately one・half
Of the sessi0船 Wi11 M speC1田 Sessions, whose ⅡⅡeS 飢d org即izers are listed below:

Set6n8 Sediment Q山lity st抑dalds fotEC010毎CalRisk Assessment
C五4r1ι工 Mι尼iι, che1郎jord, MA

Unce武毎nty 即d Declsion A訂目ysis fbr EmlogiCヨ1 Risk
Rψ'↓ι工 Moriso,1. A1ιXa,1dria. VA

M獣imum Exposed lndivid山1
P41PriCι. A所erica五 Pιlr01ι弘尻 1見工lil"1ι, W4fhih宮ι0", DC

Global clim8te lsS此S

ιι工1ιr ια、確' cor,1ι8iι.Mι110π Uπiνιr工i沙, piι13b"r宮五, PA
Medical W丑Ste

Ma女rιι尻ιic"1光ld, A8ι,1りjor TO×1C Sμら31α"ce工伽dDi工'a'ι
Rι8i'11y. A11α,1ta. OA

MediCヨ1 Ded瓢on Ma鰔訂套
Chι,ylTrανi工, U"iver工iり QI'r'π五ι部ιι,κ"oxvi11ι.7N

ChemiCヨ1 入監叉t1冨es

Richard c. Herhber言. US. E"vir0五肌ι五lalpr01ιCli0見 A8ι,1り,
Ci,1Ci外"ali, OH

Risk Assessment ofEnvimnme訂仏I Tobacco smoke

MaxM嘘11ιのar4A1勿1ιd口, C、

Setdng D61ι村n客 W祉er S仏11datds
EdW4rd v.0ん伽i4", U.S'ε見νir0見hMπι41 Pr0ιεCli0π A8e11の,.
W0工んiπ810見, DC

Health Effects ofGIOMIW師11ing
C1の, Eα工1ιガ" 04 Rid8e Nati0見41ιαhoral01)1, oakRid8e. TN

MU16medi丑 ModeⅡn且
Tι0"14, MCK0π',ι4Wre11Ce ιi兜rnlore Nali0πα1ιaboraloly,
ιiver"10re. C4

ChaoS 抑d Risk Amlysls
ノιr1フ Cみ五"d1ιr, Nalio,1α11h工lil"1ι工 QI'Hιa1所, Be1五e3da,五4D

質田0名en飢ed solvents
Br髭Cι A11ι尻. clemι五ι ASJociα1ι$, R山ι0π' 1A

Sen瓢廿VesubpoP田a60ns
ιιWι" Z'i工', DιPar1揃ι"ι QI'Hιahh 4,1d H""如I SιIYice..
Berke1の,, C4

入心Xed WヨSte

Fri捻 Sιiler,1J11ιr見alio,1αI TιCみπ010客). Albμq1ιιrq茸e, NM
Health Effects ofDioxin

Wi11i.,1 R crιe見leι, Cιenlica11πd"stly l"'1i1以1ι qi'70xic010ιy,
Rι工earCん Tri飢81ι Pαアk. NC

Biomヨrkets oflnh急1血on EXPOS1鵬
Robιrlohh, MO"'a1110 C01ヲ0raιi0π, SI.ι0"is, MO

RisbAssod祉ed MthHeld APP註偽60ns ofGene註Ca11yEngine凱ed
Miclom'8alゞsms (GENIS)
HOU) Hα11ι抗ιr.Frι). Adνα鬼Cιd sciι"Cι工,1"C..04k Rid8ι.7N

Risk commUがC且tlon Round仏ble

A11見 Fi'五ιr, EPA, wa$hiπ810五, DC

C1訂lent Expedence in EnⅥm111nent田磁Sk A訂alysls Re1田ed to
Reme'81AC60nS 田 DOEFadlides

S1ιIW Barle11.04 Rid8ι NariolW ια60r心101)1,04 Rid8e,7N

Orga11iza亘01堤I F五Ct0露 in RJsk
Rι C1αrkι. R出言ιr工υπiνεr'iり, New Br"見則ick, NJ

CommU11ity lnvolvement
David c0鬼見, B1αCk,b"rg, VA

Life SⅡPPOTt systems
Hωic' Cμ11i"RI'ord. NASA, H0μ"0π.1χ

GeneNI QU抑註ta亘Ve Non偲11C凱'Risk A誌essme"t: state ofthe Aπ
MiCん0'1ι、. D0弘r工0", EPA, wa'んi"gl0見, DC

EtMCS

Maly E"gli工ん,υ"iνιrbり QI'rι""ιSSιι, k見Oxvi11ι,7N
Accident 卜ιヨn且gement
Mario H. FO"t.1α, Tι打era c011,or41i0五,κπOxvi11ι.1N

New DiteC註0貼 inRiskpeTC叩don
Wi11ia1π Fre女dι鬼bιrg. Uπiνιr'iり QI'wi工CO,ミ,iπ. MadiJO". WI

Innovative Methods in T0虹C010gy
MiCみaelca110. UAイDN/, pesc01ιαWの, NJ

T11即1γ即d Appmachest0 至C010毎Cal Risk A"田ysls
Sleve Hildιbrwld, oak Rid8ι N41i0五α1ιaborω017,04 Rid宮ι,
1N

PfospeC詔 fot uP容rading Em切gency P1ヨn11ing 紅 Ope1ヨ6ng NUC】ear
PowerP1抑佃: TMIAS 五Test case

R.κ4,Pιr'0五. clm'k U五iνι『'iり,. worceSι'r, MA

Sidng ofHaZヨM011S Fadlides
HOW五rdK"脚ι立lhιr,υ"iνιr'i砂oj'Pι見見工y1ν飢ia, Pみilade0ケ五ia,PA

M寂jotun此rt且ind邸 in EnV註onmentヨ1 Exposute Assessment
RO" M此DO,wd, she110ilco"ψa,W.HO"工10見,1χ

Q叩dta亘VeRiskASS邸SmentofNon・C即御Endpolnts
D0五 Mα1ιi'0五,υ見iνιrsiり QI'Arka,1'af,ιi1ιle Rock. AR

SARA Tide3

V1αfιa M014k, Bio.Tιιh打0108y Forw".1"Cリ CiπCoulali. OH

1訂t己τ1山壮0訂alRO】e of磁Sk A貼ly工i5
VlaS1α M014, Bio.TιC五"0108y For幼1,1"C., ci,Miπ"aιi. OH

Em11ent Fee3to Red11Ce W鮎te

A14" PμISφ"ιr,ι0"i工ia"a Sιωιυ見iver'iり、 Bω0π RO"8ι,ι'

Improving Risk ch訂且Ct伽i乞a60n
Joe Rodrick,, ENVIRON,ArlDltlo", VA

Biom且tke霜 ofE訂Vitonment址抑d EC010舮伽Icon仏lninadon
ιιeS上U8αrl,04Rid客' Nali0πdιαborα101ツ,04Rid8ι.1N

aM11 Air

Wilb記rA. Sιι8ιr. CO,1工adRιSι4アC丑 C01ア0rali0五, pi11'h宮r8h, PA

FⅡngiddesln A寧icultU鵡
J."e工 Wnsoh, MO"3.110, SI.ι0"i', MO

Safety 獣 Chemical P1即岱
Gm)1 Vιrholek. Te,1era colporotio", kπOXⅥ'11',7N

In 飢 attemptto upgrade the pr配eedings ofthe sRA
Annual Meeting,1he counCⅡ is inviting presen比熔 at 山e
1990 meeting to submit 血eir pa1兇謡 to the S伽lety'S
joumal, RiskA"α1)ぶiぶ. papers wi!1 not be pub11Shed in a
SeP丑rate prNeedings volume for t11e mNung.

RISK newsletter, M且y,1990

^

N6tefplenum pilb11Shers.reP6itS 血叡廿i6PtoC毛ed'
in宮Slfor'廿le 1986 SRA血鴨壮ngheld.in,B6Sめ11WⅡ1
Mavailable巍 161W丁Uly.'C会lile稔'r舶dy'pag亘Sfott11e
1989、.:血eedng :'houldbe' subm1伽dtb.ple亘ilni.'by
AugosL
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SRA-Japa11's former Yice・prcsidC11t
EuiYokoy卸la,Deputy Dircclorof小e
InS廿ωte of hblic HN1小, WⅡl bcgin
his two-year 加訂n as prcsidcnt on JU11C
2, when the secuon wi11 hold i認小ird
annualmeeting a11d elect0山Crnew of・
丘Cers. ne outgoing president,小e first
1)eTson to haYe held Ⅱ】e ofnce,翻
Tomitaro sueishiofosal【a university,
10 whom 111e S此tion exprcsses i玲即"ati・
tude.

SRA・JaP卸 haS 即nounccd Ⅱlali岱
Third A11nualconferencc W迅 1)e held

at the lnS6tute of hblic Hca1Ⅱ1 (shi.
rog即e・dai,Tokyo)onFd(1ay,Novem・
Mr30 a11dsatur血y, December l,丘oln
10:ooam.め 5:ωP.m. each day.111e祀
Wi11be 壮ゞee speci凪 Sessions:" Hod、

.

.

Nevvs hom sRA・Japan
Uct Liability and Risk Managc'ucnl:
ConccpW 即d LC8islaⅡon";" A111ici・
Patory Appronch lo E11Vir0111nC111al
RCS011rcc Man:18Clncnt"; nnd," 1111Cr-
faccBetwecn scicncea11d磁Sk <naly-
瓢S: Tα質飢d Diagnostic lssucs."(k"肌11
Scssions on risk analysiS 11nd lisk 川a1ト
agcment wi11 also bc includcd.

Ovct 丘Vc sessions wid110 invitcd

抑d morC Ⅱlan 12 nl)1)1icd ljalklS 1111d
20o parlicipants are cxpeclcd. CU11fcf・
encc pfocecdi11gs wiⅡ 1)C I)rc-prinlcd
and handed out at ulC 川Ccting. SCIYing
On Ⅱ10 program c()1nmi11Cc alc Y. AS:1nli,
Law sC11()01, univcrsity of FukⅡokn;
Y. Ki仏1,atakc,111SⅡ川【c of s(托io-11CO・
nomic pl:Ⅱlni11g, univC謡iιy of、rsuk11ba;
Y.1{ayaS11i, N111ion111 1nSⅡωtc of

SRA-E11rope chair111a11 Pictcr Jan
S捻11en has pTovided addiuonalinfor.
mation on the environmental confcr.

ence to be held in Kiev, united soviet
Socialist Republic [U.S.SR.], on
NovemMr22.23.SRA、E11ropeandlhe
Commit娩 for systems k1田ysis ofⅡIC
U.S.SR.Academyofscienccs(work.
血gGm叩forRi欧A圃ysiS抑dsarety)
havec(刃rg飢ized山econference Ⅱtlcd
"EnYironment会INsk 入la11a8ement^
The E山Opea11 Case." 1t wiⅡ M held
Under 血e aegis of ⅡIC U.S.S.R. S山te
Committee for Nature nolection,小C
Councn of lvliniS記rs of 山O uha11ian

Republic,1he 圦10rld Hca11h org飢iza、
Uon (WHO) Regional 0飾Cc for EU、
rope,廿le secretarlat of the united
Na丘ons Economic commission for

Europe, a11d the lntemauona11nSⅡ山te
for Applied systems Analysis.

」^

RISK newsletter, M且丁,1990

News hom sRA・霞Urope

η11rd Annual conference

SRA・Japan

November30-Decemberl

IhsHlufe of pub11C Health

Tokyo

^

111e mai110bjectives of 111e Kiev
Confcrcnce nre: D lo idcnli【y 1111ι1
Charactcdze Ⅱle nlain envbonmC11U11

dskspresentin ⅡleaCⅡVilies oflo(1ay'S
hum肌鋤Cicly; 2) to discusS ⅡIC S山ιC
Of血e 飢 in cnvil'onmcntalrisk nl(×1CI・

ing and analysis, wi小 Cmphasis 01111】C
most C丘ectivc lcchn010gics and mnn・
agcmcnlapl)roachcs forlcdⅡCing ⅡICSO
risks; 3) to considcr 山e priodⅡ以ltion
Of environmclHal problcms, a11{1 10
exchaflge vicws on Ⅱle various a1ト
ProaC11Cs lo decision・making on cnvi・
ronmen仏limprovemcnt suDlegics; 4)
to discuss a11d display ⅡIC RU1魯C of
me小ods afld lechniques usc'1 for
modcling 抑d simulating cnviron111Cn1址
dsks; and 5) 10 conⅡibulc l0 ⅡIc dcvcl、
Opment of grcatcf intemational cnl'e
for the environlne11L The manage111C川
Ofenvironmenta11)roblcnls in indU飢ty
and agricultul'e wi111)c discusscd h0川
the perspecliYo of ⅡIc cngincC工in又 1;ci・
Cnces,血e hca1ιh 卸d 引WilonlnC111al

Sciences, and thc dccisi()1卜山Cory sci-
ences. Thelc wi11 also be an opporιⅡ・
nity to parucipate in a poster scssion
aDd/or dcmonSⅡaⅡon of con11)11tcr
S0丘Ware.

太lany Easlem and xvestern 1111ro・
1)ea11 Professionals are expcclcd to bc
interested in a【tending 111C confcl'encc;

.

Hygicno; and s. Kobayashi, Nadon田
hlsti山Ic of Rndi010gical science. For
more inf0Πηation, please con仏Ct 血e
SRA・Japan sccrctary, sab山o lked礼
111SⅡ山te of socio・Economic P1卸ning,
UnivcrsiιyofTsukuba,sakura,1ba玲ki
305.J1叩an (phone0298・53-5380; FAX
0298,55・3849).

Conference on
Environmenlal Risk

Management:1he
European case

NOV巨mber 22-23

Klev, USSR

bl】t, for pmclical reasons, t11e number
Of P1廿ticipants wi11 be limiled. Thcre、
folc,Ⅱ】corgaΠ稔in名 CommituX二le鵠Nes
t11C solc right lo acccpt or decline
,111)plicaⅡons. Applicauons must be
Icccivcd by cit11Cr of Ⅱ】e confcrence
Sccrclariats on July l. For morc infor-
m11tion.or lo rcquest an applicadon,
1)1Casc contaCιⅡIc secreιariatforwest.
Cm E1Ⅱ01)e,

P.J.M. S山11Cn

IMSA,1nstiωW for Environment

and systems Analysis
EmmaSⅡaat16,1075 HI'
Amsterdam, T11e Ne山erlands
Phone +31ユ0.6620696

FAX +31ユ0.751576;
Or 【or Eastem Europo,

R. G01Ⅱbov

V.M. Glushkov lnS註ω稔 of

CybemCⅡCS
Glushkov AvcnuC 20

KjeV 252207, USSR
Phone +仭5.フ.044.131272

FAX +095.フ.044.2667418.

Conrcrcl】cc spcakcrS 訊,i11 be te.
qucS1以lto makc availablc fU11 Wdtten
郡1)CI's of廿】cirprcsenlations on or1兇fote
Ule fil'st day of ule conference. Those
Pnl)crs which are subm鞭ed W辺 1)e
Considcr以l for publication in 小e S伽i.
ety's joumal, Risk A11alysis.
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6.3 その他

本年度の年会費の大部分は学会誌の発行に予定しています。当学会は未だ財政基盤は弱

体ですので早期の会費の早期納入をお願いします。すでに大多数の会員の方々から納入し

ていただいていますが、未納の会員のか九は送付済みの郵便振替用紙にて、学会費費:

.

正会員(国際、国内)

準会員(学生) 、

賛助会員

碑

を下記の振込先迄、ご送金下さいますようお願いいたします。

め学会の領収書は発行しませんが、ご必要な方はお知らせ下さ

振込先:郵便振替番号:宇都宮 3

日本りスク研究学会

3 0 5 つくば市天王台1-1-1

筑波大学社会工学系池田研究室気付

4、

2、

3 0 、

000円

5 0 0円

000円

フ。新会員紹介(1990年5月一1990年7月)

視訓
鈴木正敏
中谷一郎

彰尾本
相崎裕恒

憲夫田

木昭彦々

中西準子
新谷康之
矢代晴実
岡敏弘
松林哲夫
関根和喜

大阪大学経済学部
(株)日本総合研究所総合研究本部経営戦略研究部
建設省建築研究所建築試験室
東京電力(株)原子力業務部
東京大学医学部放射線健康管理学教室
鳥取大学工学部社会開発システム科
国立公衆衛生院生理衛生学部
東京大学環境安全センタ
東京都下水道局
早稲田大学理工学研究所
滋賀県琵琶湖研究所
昭和薬科大学物理学研究室
横浜国立大学工学部物質工学科
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通信経費の節約の九



臼本りスク研究学会第3 回研究発表会

氏名('、りがな)

(発表者及び連名者)

1.

2.

3.

4.

5.

発表者には0印

講演発表申し込み書

各所属

連絡者

氏名

住所

発表要旨

希望セ

a, b,

会員種別(正会員、

賛助会員、準会員)

ツシ

C.

ヨン

d

゛

,
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